「新修 福岡市史 資料編 中世③」版下制作業務委託
　提案競技審査要項　
１.　目　的　

この審査は、「新修 福岡市史 資料編 中世③」版下制作業務の委託先を選定するにあたり、本業務にかかる提案競技により寄せられた提案を審査し、最も業務の目的にかなう最優秀提案及び優秀提案を選定するためのものである。
　　
２.　書籍の仕様

A）資料編


⑴ 判型　A5判型

⑵ 製本　上製本

⑶ 本文　1000ページ（予定）／縦組み／縦２段組　１３級

⑷ 刷色　本文は１色＋１色、口絵8頁（予定）は４色＋４色

⑸ 構成（別紙１のとおり）
　　　B）補遺編／花押集


⑴ 判型　A5判型

⑵ 製本　並製本

⑶ 本文220ページ（予定）／縦組み／補遺編は縦２段組　13級、花押集はレイアウト
見本あり

⑷ 刷色　本文１色＋１色、口絵8頁（予定）は４色＋４色

⑸ 構成（別紙２のとおり）
　　※刊行スケジュール
　　　令和6年度・・・A）B）の版下作成業務（一部）
　　　令和7年度・・・A）B）の版下作成業務（残り）、印刷製本業務（予定）
３.　業務の内容
当該書籍にかかる版下データの制作

⑴ 組版作業
今回は上記Aの一部（口絵を除く300頁程度）とBの全部について作業を行う

⑵ 使用する画像の処理
⑶ 校正指示に対する修正作業（作字含む）
校正３回＋念校１回を予定

校正紙については正ゲラ1部と副ゲラ2部を提出すること

⑷ その他
・版下制作に当たっては、文字組等のレイアウト、項目、見出し等は既刊の「新修 福岡市史 資料編 中世①」「（同）中世②」を参考とし、市史編さん室担当者と協議のうえ作業を行うこと。
・テキストや画像等の素材は市史編さん室から提供する。
４.　業務委託先の選定方法
① 上記業務のうち、資料編の組見本、刊行物の形状および制作工程が似ている類似案件の実績があればその一覧、今回の委託内容にかかる見積書を提出。
② 提出物を総合的に評価し、順位をつける。
③ 審査に基づき、最も優秀と認められる提案を決定し、当該提案を行った者と速やかに協議を行い、業務委託契約手続きを行う。
　　　   なお、契約締結に至らない場合は、次点の者と業務委託契約手続きを行う。
５.　提案競技スケジュール
公募開始
　　　　　　令和６年７月16日（火曜日）
提案競技説明会申込締切　令和６年7月24日（水曜日）17時必着
提案競技説明会　　　　　令和６年７月26日（金曜日）13時30分から
質問受付開始　　　　　　令和６年７月26日（金曜日）17時から
質問締切
　　　　　　令和６年８月２日（金曜日）12時必着
質問回答
　　　　　　令和６年８月５日（月曜日）17時まで
参加申込締切
　　令和６年８月９日（金曜日）17時必着
提案書提出締切　　　　　令和６年８月23日（金曜日）17時必着
審　　査　　　　　　　　令和６年８月26日（月曜日）予定
事業者決定
　　　　　　令和６年８月30日（金曜日）17時まで　予定
Eメールで通知、本市ホームページに掲載
　　契約締結　　　　　　　　令和６年９月上旬　予定

６．審査員 
福岡市職員、外部有識者による審査を予定。
７.　審査の方法

　　（１）審査員は、提出された提案について、以下の３つの観点（４つの項目）について各５点満点（合計20点満点）で採点し、提案競技採点票に記入する。

　【審査の観点】

　・観点1…組見本の仕上がり
事業の趣旨をよく理解し、適切な組付を提案しているか【5点】

入稿時の指示を理解し、十分に再現できているか【5点】

　・観点2…これまで類似業務や実績はあるか【5点】

　・観点3…作業工程・難易度を考慮した合理的な価格設定となっているか【5点】
（２）審査員すべての提案競技採点票の集計結果により、最優秀提案及び優秀提案を選定す
る。同点の場合は、審査員の協議により順位を定める。
